海外研修にあたっての注意事項
1 海外研修を希望する学生は、まず教学部窓口あるいは国際関係コース・ホームページから申請書類一式を入手し、次いで演習指導教員と相談しながら書類を記入し、同書類を教学部に提出してください（指導教員に所見欄を記入してもらってから提出してください）。提出すべき書類は、以下のとおりです。

· フィールドワークの場合
1. 海外研修申請書　１通
2. 海外研修計画書（フィールドワーク用）　１通（１課題につき１通）
3. 誓約書

4. 研修に関連する資料など（フィールドワークの実現可能性を示すものなど関連資料があれば添付すること）

· 語学研修の場合
1. 海外研修申請書　１通
2. 海外研修計画書（語学研修用）　１通
3. 誓約書
4. 大学や語学学校に関する資料（必須。特に語学学校で研修をする場合には、語学学校の概要・科目名・授業概要・授業時間数などが明記されたパンフレットやウェブ情報を必ず添付すること。ただし、語学研修先が交換留学協定校の場合には、資料の提出は免除）
2 海外研修によって認定される単位はすべて登録制限外とされ、単位認定希望の科目についてあらかじめ履修登録をしておく必要はありません。しかし、海外研修の単位認定を希望する国際関係コース生は、必ず事前に海外研修申請書・計画書等の必要書類を教学部窓口に提出し、コース運営委員会の審議・承認をえなければなりません。ただし、海外研修を夏期休暇中に開始・実施する場合には同年度前期の最終授業日、春期休暇中の場合には同年度後期の最終授業日までに必要書類を提出しなければなりません。この期日までに書類の提出がない場合には海外研修の単位認定は行われない可能性があるので注意してください。また、所属学部教務課窓口やグローバル教育推進センターに事前相談・手続きするだけでは、単位が学部科目として認定されることはあっても、コースの海外研修制度を利用した単位としては認定されませんので十分に注意してください。
3 海外研修によって認定される最大単位数は28単位までです。
4 フィールドワークの場合、次の条件を満たすと単位が認定されます。
	・1ヵ月程度の研修期間で6,000字程度のレポートを提出して合格した場合 → 2単位

・3ヵ月程度の研修期間で8,000字程度のレポートを提出して合格した場合 → 4単位

・6ヵ月程度の研修期間で12,000字程度のレポートを提出して合格した場合→ 8単位


5 語学研修の場合、認定される単位数は最大10単位まで「コース指定外国語」の科目として単位認定されます。このうち4単位分までは「コース指定外国語」でカウントし、4単位を超え8 単位まで「コース選択科目A群」でカウントします。これらがすでに充足している場合は、「フリーゾーン」でカウントします。また、単位認定の目安は15時間で１単位です。本学では授業時間45分をもって1時間とみなしていることから、海外での総授業時間数を60/45倍（＝4/3倍）した時間数を15時間で割るという形式で単位数を算出しています。たとえば、海外の語学学校などで受講した科目の総時間数が50時間であれば、50×4/3÷15≒4単位が「コース指定外国語」科目として認定されます。たとえ150時間の授業を受けても、「コース指定外国語」として認定される単位数は、150×4/3÷15≒13単位ではなく、あくまで上限の10単位までです。単位認定を受けるためには、語学学校などの資料を事前に提出するとともに、帰国後、修了書や成績証明書を教学部に提出しなければなりません。
6 フィールドワークの単位認定科目は、「コース選択科目A群」の科目（休講中の科目を含む）に限られます。ただし、国際関係コース運営委員会が適切と認めた場合に限って、「コース選択科目B群の科目」として単位認定が行われることがあります。いずれの場合も、フィールドワークの内容と単位認定科目の間には相関関係がなければなりません。たとえば、インドネシアでフィールドワークを実施し、「国軍と華僑の関係」についてのレポートを作成・提出する場合には、「東南アジア研究」や「異文化研究」といった科目で単位認定を申請してください（レポートとまったく関係のない「北米研究」などの単位として認定を申請しても認められません）。また、当然ですが、既修科目については単位認定の申請対象とすることができません。もし、自分の海外研修内容に合致した科目がない、あるいは合致した科目は履修済みであるような場合には、「学部共通特別講義」を単位認定希望科目として申請してください。
なお、渡航前に申請した科目の単位が、帰国後すべて認められるわけではありません。
7 次の場合も単位認定の対象となることがあります。認定される単位数の上限は語学研修・フィー-ルドワークと合計して28単位です。
	・海外の大学等で履修した科目の成績証明書を提出して合格した場合 

・特に優れた学修成果があったと判断された場合 


8 「国際関係コース演習Ⅰ」あるいはそれに相当する「学部提供演習」の場合には、継続履修科目として取り扱われ、指導教員と定期的に連絡をとり、その指導を受けたことを条件として、指導教員の判断によって単位が認定されることがあります。また、以下の条件を満たした場合にも、単位が認定されます。
	・3ヵ月程度の研修期間で8,000字程度のレポートを提出して合格した場合
→「国際関係コース演習Ⅰ」あるいはそれに相当する「学部提供演習」（4単位）


9 「国際関係コース演習Ⅱ」あるいはそれに相当する「学部提供演習」の場合には、継続履修科目として取り扱われ、指導教員と定期的に連絡をとり、その指導を受け、なおかつ卒業研究論文を提出したことを条件として、指導教員の判断によって単位が認定されることがあります。また、以下の条件を満たした場合にも、単位が認定されます。

     　
	・6ヵ月程度の研修期間で12,000字程度のレポートを提出して合格した場合
→「国際関係コース演習Ⅱ」＋「卒業研究」（8単位）

あるいはそれに相当する「学部提供演習」


10 海外研修実施中は、事前に提出した研修計画書に記した連絡方法（メールなど）を用いて指導教員と定期的に連絡をとらなければなりません。定期的な連絡を怠った場合には、演習科目の単位が認定されないなど不利益が生じることがあります。
11 帰国後に提出すべき書類は、以下のとおりです。
· フィールドワークの場合（帰国後3週間以内に提出）
1. 海外研修報告書（フィールドワーク用）　１通
2. レポート　１部
3. 研修に関連する資料など（質問票やフィールドノートといったフィールドワーク関連資料を可能な限り多く提出すること）

· 語学研修の場合
1．成績証明書（または語学研修の修了を証明する書類）　１通
2．シラバス（またはシラバスに相当する資料）１通
3．成績証明書やシラバスに授業時間数の記載がない場合、授業時間数を証明する資料
（科目の内訳が分かるものが望ましい）　１通
12 毎年度の単位認定申請の締め切りは1月中です。同締め切りを過ぎてから書類を提出した場合には、単位の認定は翌年度になってしまう可能性がありますので十分に注意してください。
13 上記の書類が提出されると、指導教員がそれらをもとに「教員の指導の記録」という評価書を作成し、コース運営委員会に提出します（ただし、語学研修の場合は除く）。

14 コース運営委員会は、学生が提出した書類（レポート、報告書、修了書など）と指導教員から提出された書類（教員の指導の記録）をもとに総合的に評価し、単位認定について各学部教授会に承認を求めます。繰り返しになりますが、出発前に提出した申請書に記入した科目の単位認定がすべて認められるとは限りません。また、コース運営委員会が必要に応じて認定科目などの変更を行うことがあります。
15 卒年次生による海外研修は、卒業判定に支障をきたす可能性がありますので、その計画立案・実施にあたっては慎重をきしてください。
16 国際関係コース海外研修内規に定められているとおり、海外研修制度では、自分の研究テーマにもとづいてフィールドワークを実施したり、語学研修を受けたりすることによって単位が認定されるほかに、海外の大学などで授業を履修し、当該大学などの発行する成績証明書・シラバス（またはシラバスに相当する資料）・授業時間数を証明する資料（成績証明書やシラバスに記載のない場合）を帰国後に提出することで最大で合計28単位の認定が可能です。しかし、こうした海外の大学などで履修した授業科目にもとづく単位認定の場合には、慎重かつ特別な審査を必要としますので、必ず事前に教学部に相談してください。
17 海外研修を行う学生は、必ず海外旅行保険に加入してください。
18 海外研修中に感染症の流行やテロ発生などの危険が新たに生じた場合には、大学が研修の中止を求めることがあります。その際には必ず指示にしたがってください。また、深刻な感染症地域やテロ・紛争の危険性がある地域での海外研修実施は自粛してください。
19 語学研修を行う場合には大学や語学学校を厳選してください。悪質な語学学校もけっして少なくありませんので注意してください。
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海外研修Q＆A

Q：国際関係コース海外研修にはどのような種類がありますか？

A：主に「フィールドワーク研修」と「語学研修」の2つの種類があります。フィールドワーク研修とは海外で一定のテーマに関する調査・研究を実施するタイプの研修であり、語学研修は海外の大学や語学学校で語学のクラスに参加するタイプの研修です。なお、海外の研修機関で語学以外の授業を履修する場合には「その他」という分類になります。
Q：国際関係コース海外研修制度によって認定される総単位数はいくつですか？

A：最大28単位までです。

Q：海外研修のうち語学研修によって認定される総単位数はいくつですか？

A：「コース指定外国語」として最大10単位までが認定されます。単位認定の目安は15時間で1単位です。したがって、たとえば、1ヵ月間ドイツに行き、50時間分のドイツ語の語学クラスを受講して帰国した場合、帰国後に修了書あるいは成績書を教学部に提出して合格すれば、50時間×4/3÷15≒4単位が「コース指定外国語」として認定されます。ただし、当然のことながら、「コース指定外国語」のうち既修科目については認定対象とすることができません。また、ドイツ語のような、英語以外の外国語の場合、もともと「コース指定外国語」科目とされている授業・単位数がかなり限られているため、もし海外研修前にそれらの多くの単位を取得してしまっていると、海外研修によって認定される単位数が少なくなってしまう可能性も十分に考えられます。
Q：海外研修期間は在学期間に算入されますか？

A：はい、算入されます。
Q：何回でも海外研修をすることができますか？

A：はい、何回でもできます。ただし、認定される単位数は合計で最大28単位までです。
Q：海外フィールドワークをする場合、どの科目の単位として認定してもらえるのですか？

A：原則として単位認定科目はコース選択科目A 群に限られます。しかし、国際関係コース運営委員会が適切と認めた場合には、コース選択科目B群の科目としても認定されることがあります。また、科目名は、フィールドワークのテーマによって決まります。たとえば、アメリカにフィールドワークに行き、帰国後に「アメリカの日系人コミュニティ」についてのレポートを作成・提出しようとする場合には、「北米研究A・B」や「異文化研究」といった科目の単位として認定申請を行ってください。アフリカやアラブの諸国でフィールドワークを行う場合は、たとえば「南北問題研究」などを認定科目とすることもできるでしょう。もし、選択科目A群のなかにレポートのテーマと合致する適当な科目がない場合には、「学部共通特別講義」を単位認定科目として申請することもできます。
Q：海外研修の事前申請をせずに海外に行き、帰国後に単位認定の申請をしても大丈夫でしょうか？

A：いけません。コース海外研修は、渡航前に海外研修申請書・計画書といった必要書類を教学部に提出し、国際関係コース運営委員会の審議と学部教授会の承認を受けなければなりません。この事前手続きを経ずに海外研修を行っても、コースの単位認定は行われません。所属学部教務課や国際部で事前手続きを行った場合であっても、必ず教学部で事前に申請を行ってください。
Q：中国に1ヵ月ほど行き、日系企業に関する何らかのフィールドワークをやることまでは決めているのですが、事前申請の段階ではまだレポートの具体的なタイトルは確定していません。できれば中国で実際に調査をしてから、最終的なタイトルを決めたいと思っています。そこで、事前に申請書類に記入したテーマをフィールドワーク実施後に若干変更したりすることは可能なのでしょうか？ また、事前に申請した認定科目などをフィールドワーク実施後に変更することはできますか？ それとも、一度事前申請してしまったテーマや認定科目の内容は、あとで変更できないのでしょうか？ 
A：フィールドワークを含む海外研修は、原則として事前申請の内容にしたがって実施してください。しかし、フィールドワークを実施しているうちに関心や問題意識が変化したりすることは、けっしてめずらしいことではありません。ですから、事前申請では、レポートのテーマは、「中国の日系企業について」といったかなり大雑把な設定にしておき、中国での現地調査で問題意識を明確化させた上で、帰国後、より具体的なタイトルのレポートを作成・提出するようにすればいいでしょう。事前申請したレポートのテーマと帰国後に提出された正式のタイトルがまったく無関係であってはいけませんが、相互にある程度の共通性があるならば、多少の変更は問題ありません。また、適切と認められた場合には、事前申請した認定科目を帰国後に変更することもあります。
Q：当初６か月の予定で海外研修を計画・申請しましたが、事情で研修期間を３か月に短縮せざるをえなくなりました。提出するレポートを同一テーマのまま「6か月間の研修期間と12,000字のレポートで8単位」から「３か月間の研修期間と8,000字のレポートで4単位」に変更することは可能ですか？
A：はい、帰国後にレポートを提出し、コース運営委員会の審議をへて承認されれば変更可能です。

Q：3年生の6月から約10ヵ月間、海外の大学で語学研修を実施したいのですが、その場合、何単位が認定されますか？

A：まず、海外の大学で語学研修を行った場合、語学科目を120時間以上受講し合格した場合には、コース運営委員会の審議をへて「コース指定外国語」として最大10単位が認定される可能性があります。また、語学研修に加えて事前にフィールドワークの申請もしておけば、たとえば6ヵ月間の研修期間と12,000字のレポートで8単位、3ヵ月間の研修期間と8,000字のレポートで4単位、1ヵ月間の研修期間と6,000字の報告レポートで2単位がそれぞれ認定されます。つまり、合計で22単位が認定されることになります。さらに、これとは別に、「演習」については指導教員との間で定期的な指導を受けることを条件に原則として海外研修中も継続履修が認められます。
しかし、これはあくまでも計算上想定しうる認定可能単位数であって、実際には、レポートは帰国後3週間以内に提出する必要がありますから、研修中から執筆を始めておかない限り、3本のレポート（12,000字、8,000字、6,000字）を帰国後3週間以内に作成・提出することは現実上不可能といえます。したがって、実際の認定可能単位数は16～20単位程度を目安に考えるのがいいでしょう。
＜10ヵ月間の海外語学研修の場合＞
・90時間以上の語学研修 


→    10単位
・6ヵ月間の研修期間と12,000字のレポート 
→ 
8単位

・3ヵ月間の研修期間と8,000字のレポート 
→
4単位

・1ヵ月間の研修期間と6,000字のレポート 
→
2単位








────────








合計　24単位
※「演習Ⅰ」の継続履修（指導教員が判定）
Q：卒年次で海外研修をすることはできますか？ 
A：原則として可能ですが、卒業判定に支障をきたす可能性があるので、卒年次での長期の海外研修には細心の注意が必要です。たとえば、4年生の4月から11ヵ月間海外研修をする場合、海外研修報告書やレポートといった必要書類や卒業論文の提出締め切り（おおむね12月頃）と海外研修期間が重なってしまい、そうした必要書類や卒業論文を提出できないといった事態が生じかねません。こうした場合には、例外的に必要書類や卒業論文を海外で作成して提出することが必要になります。
卒年次生が海外研修を申請する場合は、申請前に、レポート、卒業論文、必要書類などの提出時期と提出方法について、指導教員や担当職員とよく相談して、卒業判定に支障を来さないよう、書類の提出時期・提出方法まで明記した計画書を提出するようにしてください。
Q：龍谷大学交換留学制度で海外留学をする場合、同時にコースの海外研修の申請をすることもできますか？

A：はい、可能です。交換留学生として海外で履修した科目は、所属学部に申請すれば、学部教授会の判断で学部科目の単位として認定されますし、コースに事前に申請しておけば、コースの科目として単位認定することも可能です。
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